
初
秋
を
飾
る
素
晴
し
い
業
績
が
こ
の
ほ
ど
公
に
な
っ
た
。
編
者
は
大
谷

大
学
佛
教
学
科
を
卒
業
、
更
に
京
都
大
学
の
選
科
で
梵
語
を
学
習
さ
れ
、

大
谷
大
学
に
於
い
て
暫
く
梵
語
文
法
を
担
当
さ
れ
た
と
聞
く
。
そ
の
有
能

な
梵
語
の
理
解
力
に
よ
っ
て
、
月
称
造
中
論
釈
の
解
読
を
進
め
つ
つ
、
同

時
に
入
菩
提
行
論
解
読
の
必
要
性
を
感
じ
ら
れ
た
。
時
あ
た
か
も
、
第
二

次
世
界
大
戦
終
了
後
間
も
な
い
頃
で
、
山
口
益
先
生
の
御
指
導
の
許
に
プ

ラ
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
カ
ラ
マ
テ
ィ
弓
３
劃
農
関
口
白
煙
ｇ
の
入
菩
提
行
諭
細

疏
日
○
号
旨
胃
制
ぐ
煙
薗
畠
‐
圃
曼
園
）
第
九
章
般
若
品
の
輪
読
会
が
開

催
せ
ら
れ
て
い
て
、
編
者
も
そ
れ
に
列
席
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
が
機
縁

と
な
っ
て
、
自
坊
に
帰
ら
れ
て
か
ら
、
多
事
多
端
の
な
か
で
も
、
十
有
余

年
、
中
観
佛
教
を
中
心
と
し
た
研
鐵
が
継
続
さ
れ
、
そ
の
細
疏
第
九
章
の

解
読
の
所
産
と
し
て
遂
に
意
義
あ
る
索
引
を
完
成
さ
れ
た
。

こ
の
索
引
は
Ｆ
，
烏
厨
く
閣
扁
①
勺
○
口
の
⑩
旨
校
訂
梵
本
（
國
匡
旨
昏
①
８

旨
ｓ
ｏ
鱒
も
巴
ｏ
具
ｓ
ｇ
ｓ
Ｉ
患
匡
）
と
、
影
印
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
（
ｚ
○
．

紹
認
）
と
を
底
本
と
し
て
お
り
、
第
九
章
般
若
品
の
、
梵
蔵
、
蔵
梵
索
引

の
二
編
か
ら
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
梵
蔵
対
照
の
語
彙
や
語

目
印
穴
画
呉
二
国
一
国
ロ
Ｒ

少
旨
冒
号
〆
さ
房
①
団
○
旦
巨
ｏ
“
昌
甲

ぐ
呉
胃
四
℃
四
昼
涛
輿
○
｛
国
冒
輿
目
〆

片
野
道
雄

句
が
こ
と
ご
と
く
網
羅
さ
れ
、
そ
れ
ら
語
彙
の
出
所
も
逐
一
指
示
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
引
用
さ
れ
て
い
る
経
論
も
両
索
引
の
終
り
に
附
記
さ
れ
て
い

る
。
網
羅
せ
ら
れ
た
語
彙
の
表
わ
し
方
に
も
、
梵
蔵
共
に
利
用
す
る
立
場

に
立
っ
て
配
慮
せ
ら
れ
た
苦
心
の
跡
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
吉
は
梵
語

語
彙
の
出
所
を
勺
○
口
朋
旨
本
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
最

近
出
版
さ
れ
た
く
巴
身
四
本
（
一
九
六
○
年
、
ロ
四
号
菌
ご
恩
の
冒
詳
豆
盲

目
⑳
陣
目
蔚
か
ら
切
口
・
旦
冒
翼
、
Ｐ
唇
、
胃
罫
月
⑦
鴬
ｍ
ｚ
ｐ
届
と
し
て
も
・
５
．

ご
包
己
葛
が
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
）
に
も
、
ご
ｏ
ｐ
ｍ
ｍ
旨
本
の
頁
数
が
附

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぐ
昌
島
騨
本
を
参
見
す
る
場
合
に
も
一
応
不
自
由

は
な
い
。
本
論
に
対
す
る
こ
の
種
の
索
引
は
他
に
司
旦
２
国
目
弓
①
胃
吋

の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
偶
文
の
み
を
扱
っ
て
お
り
、
細
疏
に
対

す
る
も
の
は
他
に
な
い
。

と
こ
ろ
で
イ
ン
ド
佛
教
思
想
を
研
究
し
て
い
く
上
に
、
チ
§
ヘ
ッ
ト
訳
資

料
し
か
残
っ
て
い
な
い
も
の
が
数
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
ら
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
佛

典
の
解
読
に
当
っ
て
、
チ
§
ヘ
ッ
ト
語
の
辞
典
が
不
完
全
な
現
状
で
あ
る
こ

と
よ
り
、
こ
の
種
の
蔵
梵
索
引
は
非
常
に
貴
重
な
労
作
で
あ
り
、
研
究
者

に
と
っ
て
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
。
従
来
は
、
翻
訳
名
義
大
集
や
、
本

書
作
成
の
模
範
と
さ
れ
た
固
○
胃
引
日
皀
の
Ｈ
の
ｚ
薊
制
冨
且
口
及
び

Ｚ
乱
意
巨
目
ロ
画
面
の
梵
蔵
、
蔵
梵
索
引
が
有
名
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い

た
が
、
最
近
で
は
、
京
都
大
学
の
長
尾
雅
人
教
授
に
よ
る
大
乗
荘
厳
経
諭
、

及
び
中
辺
分
別
論
世
親
釈
の
梵
蔵
、
蔵
梵
、
漢
梵
索
引
が
あ
り
、
昨
年
に

は
故
鈴
木
大
拙
先
生
の
傍
伽
経
梵
漢
蔵
索
引
が
複
刊
さ
れ
た
。
ま
た
、
イ

ン
ド
で
出
版
さ
れ
た
Ｆ
ｏ
冨
普
ｃ
旨
二
号
四
編
Ｃ
四
国
ロ
冨
冨
蔵
梵
索
引

が
あ
っ
て
、
｜
」
れ
は
利
用
価
値
が
か
な
り
大
き
い
。
他
に
も
二
、
三
あ
る
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が
チ
ベ
ッ
ト
訳
佛
典
の
解
読
が
な
さ
れ
る
に
当
っ
て
》
現
段
階
で
は
本
書

の
貢
献
す
る
と
こ
ろ
も
と
よ
り
偉
大
で
あ
る
。
編
者
に
は
月
称
造
中
論
釈

の
索
引
の
編
纂
も
や
が
て
完
成
せ
ら
れ
る
と
聞
く
。

因
み
に
、
編
者
は
入
菩
提
行
諭
細
疏
の
第
九
章
を
何
故
選
定
さ
れ
た
か
、

若
輩
が
述
べ
る
に
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
が
少
し
注
意
し
た
い
・
入
菩
提
行

論
は
、
金
倉
円
照
著
「
悟
り
へ
の
道
」
（
サ
ー
ラ
叢
書
）
の
解
題
に
、
或

は
山
口
益
著
「
般
若
思
想
史
」
（
法
蔵
館
）
等
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
そ
れ
は
、
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
デ
ー
バ
（
３
昌
己
①
割
由
・
寂
天
・
七
世
紀
後

半
）
の
深
奥
な
宗
教
的
経
験
を
、
端
麗
な
詩
に
歌
い
出
さ
れ
た
偶
文
で
あ

っ
て
、
月
称
の
入
中
論
と
と
も
こ
．Ｉ
フ
ラ
ー
サ
ン
ギ
カ
派
中
観
説
ｅ
面
目
‐

葛
目
冨
‐
冒
閉
：
唱
冨
）
の
学
説
体
系
に
関
す
る
重
要
な
書
で
あ
る
。
然

も
こ
れ
の
諸
註
釈
本
中
、
唯
一
の
梵
蔵
の
整
う
た
プ
ラ
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
カ

ラ
マ
テ
ィ
の
細
疏
は
、
そ
の
第
九
章
の
た
め
に
全
体
の
ほ
ぼ
半
分
を
費
し

て
い
る
こ
と
な
ど
、
特
に
こ
の
第
九
章
は
重
要
視
さ
れ
る
。
ま
た
己
Ｆ
・

ぐ
ぃ
己
冒
博
士
は
、
そ
の
細
疏
の
著
述
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ジ

ュ
’
一
ヤ
ー
カ
ラ
マ
テ
ィ
は
始
め
に
第
九
章
を
註
釈
し
、
そ
の
後
、
第
一

章
以
下
の
註
釈
を
附
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
推
察
さ
れ
て
お
り
、
殊

に
勺
○
口
の
妨
冒
博
士
は
、
そ
の
細
疏
の
梵
本
校
訂
出
版
に
当
っ
て
、
先
ず

第
九
章
を
別
個
に
刊
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
月
称
造
中
論
釈

の
解
読
を
進
め
て
お
ら
れ
た
編
者
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
第
九
章
の
重
要
な

こ
と
を
痛
感
せ
ら
れ
、
当
初
に
も
一
言
述
べ
た
よ
う
に
輪
読
会
を
機
縁
と

し
て
、
そ
れ
の
解
読
を
、
中
論
釈
の
解
読
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
る
に
至

っ
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
佛
典
解
読
に
当

っ
て
の
現
段
階
へ
の
編
者
の
深
い
洞
察
と
、
学
界
の
強
い
要
望
と
相
俟
っ

て
、
解
読
の
都
度
作
成
さ
れ
て
い
た
索
引
を
公
に
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
本
書
は
、
梵
蔵
の
文
献
研
究
者
、
或
は
イ
ン
ド
佛
教
思
想
の

研
究
を
志
し
て
い
る
者
、
殊
に
チ
《
ヘ
ッ
ト
訳
佛
典
解
読
に
携
わ
っ
て
い
る

者
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
尊
い
労
作
で
あ
る
。

命
口
瞬
‐
自
首
局
①
の
①
閂
ｏ
丘
蜀
○
ｐ
ｐ
Ｑ
ｐ
は
ｇ
〕
》
目
○
厨
己
ご
急
隠
つ
×
昌
望
ぢ
つ

宅
も
．
吟
ｂ
Ｃ
Ｃ
腎
①
己
）
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